
学習目標

自分が主役の消費生活＝
主体的な意思決定の力を磨くには？



成人年齢は20歳から18歳に

2022年4月1日から成人年齢が20歳から18歳に引き下げられ、
より早い年齢から主体的な意思決定をすることが求められる

20 18 主体的な
意思決定

成人年齢



安易な意思決定により
無駄な支出が発生したり、様々なトラブルに巻き込まれたりする

<事例＞
主体的な意思決定、広告や表示への
批判的思考が不十分だと・・・

事例②はこちら事例①はこちら

よく考えずに
適当に決める

広告の内容に
何も疑いを
持たない

https://www.caa.go.jp/policies/future/project/project_003/contents_001/assets/future_caa_cms201_210420_17.pdf
https://www.caa.go.jp/policies/future/project/project_003/contents_001/assets/future_caa_cms201_210420_08.pdf


自分でよく考え、責任ある判断ができるよう
意思決定の力を磨こう

18歳から成人として
主体的な意思決定が求められる

よく考えて
決める

決めたことに
責任を持つ

他人の意見に
すぐに流されない


